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(57)【要約】
【課題】環状ガスケットを運搬する際や、フランジへの
取り付け作業を行う際における環状ガスケットの破損を
効果的に抑制し得る環状ガスケット梱包治具を提供する
。
【解決手段】環状の底板と、該底板の内径側に設けられ
た内径側環状部材および上記底板の外径側に設けられた
外径側環状部材を有する環状ガスケット梱包治具であっ
て、内径側環状部材の外径は梱包対象となるガスケット
の内径よりも小さく、外径側環状部材の内径は梱包対象
となるガスケットの外径よりも大きく、内径側環状部材
と外径側環状部材との間にガスケットを載置し得るよう
に、内側環状部材と外側環状部材が底板上に同心円状に
設けられてなり、上記環状の底板、内径側環状部材およ
び外径側環状部材が、それぞれ、複数の円弧状部材を着
脱自在に連結してなる環状ガスケット梱包治具である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　環状の底板と、該底板の内径側に設けられた内径側環状部材および前記底板の外径側に
設けられた外径側環状部材を有する環状ガスケット梱包治具であって、
　前記内径側環状部材の外径は梱包対象となるガスケットの内径よりも小さく、前記外径
側環状部材の内径は梱包対象となるガスケットの外径よりも大きく、
　前記内径側環状部材と外径側環状部材との間にガスケットを載置し得るように、内側環
状部材と外側環状部材とが底板上に同心円状に設けられてなり、
　前記環状の底板、内径側環状部材および外径側環状部材が、それぞれ、複数の円弧状部
材を着脱自在に連結してなるものである
ことを特徴とする環状ガスケット梱包治具。
【請求項２】
　請求項１に記載の環状ガスケット梱包治具を有する環状ガスケット梱包物であって、
　前記環状ガスケット梱包治具を構成する環状の底板と、内径側環状部材と外径側環状部
材との間に形成される空間に、クッション材を介した状態で環状ガスケットが載置され、
前記環状ガスケット梱包治具、クッション材および環状ガスケットがバンド部材で結束さ
れてなる
ことを特徴とする環状ガスケット梱包物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、環状ガスケット梱包治具および環状ガスケット梱包物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスケットは、高温高圧の機器や配管の継手部等に挟み込んで使用され、圧縮された状
態でその隙間を塞ぐと同時に、水、油、蒸気、ガス等の流体の漏れ又は外部からの異物の
進入を抑制するものであり、耐熱性、耐圧性、耐薬品性、施工性、加工性、価格等の見地
から、軟質ガスケット、セミメタル・メタルガスケット等の種々のガスケットが使用され
ている。
【０００３】
　例えば、石油精製、石油化学プラント、ＬＮＧプラント、発電所、製鉄所等における、
高温高圧状態にある機器や各種配管の継手部等において、水、油、蒸気、ガス等の流体を
シールするために渦巻形ガスケットが用いられている。
【０００４】
　この渦巻形ガスケットは、金属薄板を略Ｖ字断面に絞り加工したフープ材とフィラー材
とを重ねた状態で巻回してなるものであり、このような渦巻形ガスケットとしては、両側
面がシール面に当接する受圧面となるガスケット本体部を有する構成を基本形としたもの
や、締付圧力によってガスケット本体が内側または外側に変形することを防止したり、ガ
スケット本体をセンタリングすることを目的として、金属製補強リングをガスケット本体
の内側や外側あるいは両方に設けた、内輪付、外輪付、内輪および外輪付（内外輪付）等
と称される種々のタイプのものが知られている（例えば、特許文献１（特開２００２－３
１７８７４号公報）参照）。
【０００５】
　高温高圧状態にある機器や各種配管の継手部等に使用されるガスケットとしては、通常
、その主表面側から見た形状が環形状（ドーナツ形状）を成す環状ガスケットが使用され
ている。また、環状ガスケットのサイズも使用する機器や配管のサイズに応じて種々のも
のが使用されており、比較的大口径（例えば、外径２０００ｍｍ～４０００ｍｍ程度）の
渦巻形ガスケットも使用されるようになっている。
【０００６】
　このような環状ガスケットは、通常、段ボール等の軟質な板状体に固定するか、ビニー
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ルや紙テープ等でゲートル巻きして段ボール箱に収納するか、木枠等に挟み込むことによ
って梱包した上で、運搬されている。
【０００７】
　そして、上記環状ガスケットを機器や配管のフランジ部に取り付ける際には、梱包を解
いた上で、破損しないように複数の作業員により慎重に作業が行われている。また、ガス
ケットが破損しにくいようにテープ等で数箇所巻いてから取り付け作業が行なわれること
もある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－３１７８７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、環状ガスケットのうち、特に大口径の環状ガスケットは、体積や重量が
嵩むことから運搬時に破損を生じる可能性が高く、また、設置に際しては、例えば円管状
の熱交換器の頂部までフランジを持ち上げ、環状ガスケットの中空部に円管状熱交換器の
頂部を嵌め込んだ上で、熱交換器底部に設けられたフランジまで押し下げる必要があるた
め、一般に取り扱いに手間がかかり、ガスケットが反れたり捻じれたりして、破損を生じ
易い環境にある。
【００１０】
　本発明は、環状ガスケットのうち、特に大口径の環状ガスケットを運搬する際やフラン
ジへの取り付け作業を行う際に、環状ガスケットの破損を効果的に抑制し得る環状ガスケ
ット梱包治具および環状ガスケット梱包物を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記技術課題を解決すべく、本発明者等が鋭意検討を行ったところ、環状の底板と、該
底板の内径側に設けられた内径側環状部材および上記底板の外径側に設けられた外径側環
状部材を有する環状ガスケット梱包治具であって、上記内径側環状部材の外径は梱包対象
となるガスケットの内径よりも小さく、上記外径側環状部材の内径は梱包対象となるガス
ケットの外径よりも大きく、上記内径側環状部材と外径側環状部材との間にガスケットを
載置し得るように、内側環状部材と外側環状部材とが底板上に同心円状に設けられてなり
、上記環状の底板、内径側環状部材および外径側環状部材が、それぞれ、複数の円弧状部
材を着脱自在に連結してなるものである環状ガスケット梱包治具によって上記目的を達成
し得ることを見出し、本知見に基づいて本発明を完成するに至った。
【００１２】
　すなわち、本発明は、
（１）環状の底板と、該底板の内径側に設けられた内径側環状部材および前記底板の外径
側に設けられた外径側環状部材を有する環状ガスケット梱包治具であって、
　前記内径側環状部材の外径は梱包対象となるガスケットの内径よりも小さく、前記外径
側環状部材の内径は梱包対象となるガスケットの外径よりも大きく、
　前記内径側環状部材と外径側環状部材との間にガスケットを載置し得るように、内側環
状部材と外側環状部材とが底板上に同心円状に設けられてなり、
　前記環状の底板、内径側環状部材および外径側環状部材が、それぞれ、複数の円弧状部
材を着脱自在に連結してなるものである
ことを特徴とする環状ガスケット梱包治具、および
（２）上記（１）に記載の環状ガスケット梱包治具を有する環状ガスケット梱包物であっ
て、
　前記環状ガスケット梱包治具を構成する環状の底板と、内径側環状部材と外径側環状部
材との間に形成される空間に、クッション材を介した状態で環状ガスケットが載置され、
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前記環状ガスケット梱包治具、クッション材および環状ガスケットがバンド部材で結束さ
れてなる
ことを特徴とする環状ガスケット梱包物、
を提供するものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、その形状が環状ガスケットの形状に対応した形状を有するものである
ことから、運搬時や取り付け時に衝撃を吸収、拡散し易くガスケットの破損を抑制し易い
ものであるとともに、その構成部材が何れも複数の円弧状部材を着脱自在に連結してなる
ものであることにより、環状ガスケットを収納し梱包した状態でフランジへ取り付けた後
容易に取り外すことができ、このために取り付け作業時における環状ガスケットの破損を
より効果的に抑制し得る環状ガスケット梱包治具を提供することができる。また、本発明
によれば、該梱包治具を有する環状ガスケット梱包物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に係る環状ガスケット梱包治具の実施形態例を説明する図である。
【図２】本発明に係る環状ガスケット梱包治具の実施形態例を説明する図である。
【図３】本発明に係る環状ガスケット梱包治具の実施形態例を説明する図である。
【図４】本発明に係る環状ガスケット梱包物の実施形態例を説明する図である。
【図５】本発明に係る環状ガスケット梱包物を運送する際の荷姿の一形態を説明する図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　先ず、本発明の環状ガスケット梱包治具について説明する。
　本発明の環状ガスケット梱包治具は、環状の底板と、該底板の内径側に設けられた内径
側環状部材および前記底板の外径側に設けられた外径側環状部材を有する環状ガスケット
梱包治具であって、前記内径側環状部材の外径は梱包対象となるガスケットの内径よりも
小さく、前記外径側環状部材の内径は梱包対象となるガスケットの外径よりも大きく、前
記内径側環状部材と外径側環状部材との間にガスケットを載置し得るように、内側環状部
材と外側環状部材とが底板上に同心円状に設けられてなり、前記環状の底板、内径側環状
部材および外径側環状部材が、それぞれ、複数の円弧状部材を着脱自在に連結してなるも
のであることを特徴とする。
【００１６】
　以下、本発明に係る環状ガスケット梱包治具１について、図面に基づいて説明するもの
とする。
　図１は、本発明に係る環状ガスケット梱包治具１の一例を示す上面図（上図）およびＡ
－Ａ’部の部分断面図（下図）である。
　図１に示すように、本発明に係る環状ガスケット梱包治具１は、環状の底板２と、該底
板２の内径側に設けられた内径側環状部材３と、底板２の外径側に設けられた外径側環状
部材４とを有している。
【００１７】
　本発明に係る環状ガスケット梱包治具１において、環状の底板２は、その主表面上に、
少なくとも内径側環状部材３と外径側環状部材４と梱包対象となる環状ガスケットとを載
置し得るように、十分な表面積を有するものから選択される。
【００１８】
　例えば、本発明に係る環状ガスケット梱包治具１が、内径が１９００ｍｍ、外径２００
０ｍｍの渦巻形ガスケットを梱包するものである場合、環状の底板２としては、内径が１
８００～１８８０ｍｍ、外径が２０２０～２２００ｍｍ、厚さが０．５～３．０ｍｍであ
るものを用いることが好ましい。
【００１９】
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　環状の底板２は、難燃材または不燃材からなるものが好ましく、具体的には、アルミニ
ウム板、鉄板、ステンレス鋼鈑の鋼鈑からなるものを挙げることができる。環状の底板２
が難燃材または不燃材からなるものであることにより、環状ガスケットが高温高圧状態に
ある機器や各種配管の継手部に用いられるものであっても、好適に使用することができる
。
【００２０】
　本発明に係る環状ガスケット梱包治具１は、底板２の内径側に設けられた内径側環状部
材３の外径が、梱包対象となるガスケットの内径よりも小さく、底板２の外径側に設けら
れた外径側環状部材４の内径が、梱包対象となるガスケットの外径よりも大きく、内径側
環状部材３と外径側環状部材４との間に梱包対象となるガスケットを載置し得るように、
内側環状部材３と外側環状部材４が底板２上に同心円状に設けられてなるものである。
【００２１】
　例えば、本発明に係る環状ガスケット梱包治具１が、内径が１９００ｍｍ、外径が２０
００ｍｍ、最大厚みが３．２～７．２ｍｍの渦巻形ガスケットを梱包するものである場合
、内径側環状部材３としては、外径が１８８０～１８９９ｍｍ、高さが１０～３０ｍｍで
あるものを用いることが好ましく、外径側環状部材４としては、内径が２００１～２０２
０ｍｍ、高さが１０～３０ｍｍであるものを用いることが好ましい。
【００２２】
　内径側環状部材３および外径側環状部材４は、難燃材または不燃材からなるものが好ま
しく、具体的には、ＳＵＳ３０４等のステンレススチールからなるものやアルミニウムか
らなるものを挙げることができ、具体的には、上記材質からなる四角管や円管を環状に加
工してなるものを挙げることができる。内径側環状部材３および外径側環状部材４は、必
ずしも同一の材料からなるものである必要はないが、同一材料からなるものである場合に
は、内径側環状部材３と外径側環状部材４との間に載置される環状ガスケットに衝撃が加
わったときに、衝撃が均一に拡散し易くなるため好ましく使用することができる。
　内径側環状部材３および外径側環状部材４が難燃材または不燃材からなるものであるこ
とにより、環状ガスケットが高温高圧状態にある機器や各種配管の継手部等に用いられる
ものであっても、好適に使用することができる。
【００２３】
　本発明に係る環状ガスケット梱包治具１は、図１に示すように、内径側環状部材３と外
径側環状部材４との間に（内径側環状部材３と外径側環状部材４とを壁材とし底板２を床
材として形成される空間に）梱包対象となる環状ガスケットを載置し得るように、内側環
状部材３と外側環状部材４が底板２上に、図１に示す点Ｏを中心にして、同心円状に設け
られてなるものであり、このようにして底板２上に内径側環状部材３と外径側環状部材４
とを配設することにより、内径側環状部材３と外径側環状部材４との間に環状ガスケット
を載置したときに、運搬時や取り付け時における衝撃を吸収、拡散し易くなり、破損の発
生を抑制し易くなる。
【００２４】
　内径側環状部材３と外径側環状部材４は、底板２に対して、ボルト等の固定具により固
定されていることが好ましい。
　この場合、図１の下図に示すように、内径側環状部材３と外径側環状部材４には、予め
複数のボルト孔Ｐを設けておき、図２の上図（環状ガスケット梱包治具１の上面図）およ
び下図（Ａ－Ａ’部の部分断面図）に示すように、上記ボルト孔Ｐに対してボルトＢを通
して反対側からナットでネジ止めすること等により、内径側環状部材３と外径側環状部材
４を底板２に固定することができる。
【００２５】
　この場合、内径側環状部材３上または外径側環状部材４上の各ボルトＢによる固定位置
は、互いに等間隔に隣接していることが好ましく、例えば、図２に示すように、中心Ｏか
ら内径側環状部材３上または外径側環状部材４上の各ボルト固定位置に仮想線（図２に示
す破線）を引いた場合に、隣接する仮想線が成す角αが１．５°～１８°内の一定値にな
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るように、各ボルトを固定することが好ましい。
【００２６】
　また、内径側環状部材３を固定するボルトＢによる固定位置と外径側環状部材４を固定
するボルトＢによる固定位置は、互いに等間隔に隣接していることが好ましい。すなわち
、図２に示す中心点Ｏから内径側環状部材３上の各ボルト固定位置に引いた仮想線と、中
心点Ｏから外径側環状部材４の各ボルト固定位置に引いた仮想線とが互いに隣接し、隣接
する仮想線が成す角度α／２が一定であることが好ましい。
【００２７】
　このように、内径側環状部材３上または外径側環状部材４上の各ボルト固定位置が、互
いに等間隔に隣接していたり、内径側環状部材３を固定するボルト固定位置と外径側環状
部材４を固定するボルト固定位置が、互いに等間隔に隣接していることにより、梱包治具
１の強度を向上させ、梱包治具１に衝撃が加わった場合の応力集中を回避することができ
る。
【００２８】
　本発明に係る環状ガスケット梱包治具１において、環状の底板２、内径側環状部材３お
よび外径側環状部材４は、それぞれ、複数の円弧状部材を着脱自在に連結してなるもので
ある。
【００２９】
　例えば、図３に示すように、底板２が、円弧状の同一の２つの部材を点ａおよび点ａ’
でそれぞれ着脱自在に連結してなるものであってよく、この場合、中心点Ｏから点ａおよ
び点ａ’にそれぞれ仮想線を引いた場合に成す角度βは１８０°になる。また、底板２が
、円弧状の同一の３つの部材をそれぞれ着脱自在に連結してなるものである場合、角度β
は１２０°になる。上記の例は、複数の円弧状部材が同一形状を有する場合の例であるが
、複数の円弧状部材は互いに同一形状を有する必要はなく、連結時に環形状を形成し得る
ものであればよい。
　底板２は、円弧状の部材を２～８個連結することにより形成されてなるものであること
が好ましい。
【００３０】
　底板２が複数の円弧状部材を着脱自在に連結してなるものであることにより、環状ガス
ケットを本発明に係る梱包治具内に収納しフランジへ取り付けた後、連結部を外して底板
２を取り外す（抜き取る）ことができることから、破損の発生をより効果的に抑制しつつ
環状ガスケットを取り付けることができる。
【００３１】
　また、内径側環状部材３も、例えば、図３に示すように、円弧状の同一の２つの部材を
点ｂおよび点ｂ’でそれぞれ着脱自在に連結してなるものであってよく、この場合、中心
Ｏから点ｂおよび点ｂ’にそれぞれ仮想線を引いた場合に成す角度γは１８０°になる。
また、内径側環状部材３が、円弧状の同一の３つの部材をそれぞれ着脱自在に連結してな
るものである場合、角度γは１２０°になる。上記の例は、複数の円弧状部材が同一形状
を有する場合の例であるが、複数の円弧状部材は互いに同一形状を有する必要はなく、連
結時に環形状を形成し得るものであればよい。
　内径側環状部材３は、円弧状部材を２～８個連結することにより形成されてなるもので
あることが好ましい。
【００３２】
　同様に、外径側環状部材４も、例えば、図３に示すように、円弧状の同一の２つの部材
を点ｃおよび点ｃ’でそれぞれ着脱自在に連結してなるものであってよく、この場合、中
心Ｏから点ｃおよび点ｃ’にそれぞれ仮想線を引いた場合に成す角度εは１８０°になる
。また、外径側環状部材３が、円弧状の同一の３つの部材をそれぞれ着脱自在に連結して
なるものである場合、角度γは１２０°になる。上記の例は、複数の円弧状部材が同一形
状を有する場合の例であるが、複数の円弧状部材は互いに同一形状を有する必要はなく、
連結時に環形状を形成し得るものであればよい。
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　外径側環状部材３は、円弧状部材を２～８個連結することにより形成されてなるもので
あることが好ましい。
【００３３】
　内径側環状部材３または外径側環状部材４が複数の円弧状部材を着脱自在に連結してな
るものであることにより、環状ガスケットを本発明に係る梱包治具内に収納した状態でフ
ランジへ取り付けた後、それぞれ連結部を外して内径側環状部材３または外径側環状部材
４を取り外す（抜き取る）ことができるものであることから、破損の発生をより効果的に
抑制しつつ環状ガスケットを取り付けることができる。
【００３４】
　環状の底板２、内径側環状部材３および外径側環状部材４の連結位置は、互いに等間隔
になるように配置されていることが好ましい。
【００３５】
　例えば、環状の底板２、内径側環状部材３および外径側環状部材４が、いずれもそれぞ
れ２つの同一の円弧状部材を連結してなるものである場合、中心Ｏと底板２の連結部ａ点
とを結ぶ仮想線および中心Ｏと内径側環状部材３の連結部ｂとを結ぶ仮想線が成す角度と
、中心Ｏと内径側環状部材３の連結部ｂとを結ぶ仮想線および中心Ｏと外径側環状部材４
の連結部ｃとを結ぶ仮想線が成す角度が何れも６０°になるように各連結部が互いに等間
隔に配置されることが好ましい。
【００３６】
　このように各連結部が互いに等間隔になるように、環状の底板２、内径側環状部材３お
よび外径側環状部材４が配置されてなることにより、梱包治具１の強度を向上させ、梱包
治具１に衝撃が加わった場合の応力集中を回避することができる。
【００３７】
　環状の底板２、内径側環状部材３または外径側環状部材４を構成する複数の円弧状部材
は、それぞれ公知の連結治具を用いて連結することができる。
　また、環状の底板２、内径側環状部材３または外径側環状部材４を構成する複数の円弧
状部材の連結位置を、例えば上記のとおり互いに等間隔になるように配置する等、連結位
置をずらしつつ、環状の底板２を構成する円弧状部材に対して内径側環状部材３または外
径側環状部材４を構成する円弧状部材をボルト等の固定具で固定することにより、連結治
具を用いなくても各円弧状部材を環状に連結することができる。
　上記のような構造とすることにより円弧状部材を着脱自在に容易に連結することができ
る。
【００３８】
　本発明によれば、その形状がガスケット形状に対応した形状を有するものであることか
ら、運搬時や取り付け時に衝撃を吸収、拡散し易く破損を抑制し易いものであるとともに
、その構成部材が何れも複数の円弧状部材を着脱自在に連結してなるものであることによ
り、環状ガスケットを収納し梱包した状態でフランジへ取り付けた後容易に取り外すこと
ができ、このために取り付け作業時における環状ガスケットの破損をより効果的に抑制し
得る環状ガスケット梱包治具を提供することができる。
【００３９】
　次に、本発明に係る環状ガスケット梱包物について説明する。
　本発明に係る環状ガスケット梱包物は、本発明に係る環状ガスケット梱包治具を有する
ものであって、上記環状ガスケット梱包治具を構成する環状の底板と、内径側環状部材と
外径側環状部材との間に形成される空間に、クッション材を介した状態で環状ガスケット
が載置され、上記環状ガスケット梱包治具、クッション材および環状ガスケットがバンド
部材で結束されてなることを特徴とするものである。
【００４０】
　以下、本発明に係る環状ガスケット梱包物について、図面に基づいて説明するものとす
る。
【００４１】
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　図４は、本発明に係る環状ガスケット梱包物の一例を示す概略断面図であり、図４にお
いて、環状ガスケット梱包物５は、環状ガスケット梱包治具１を有するものであって、環
状ガスケット梱包治具１を構成する環状の底板２と、内径側環状部材３と外径側環状部材
４との間に形成される空間に、クッション材６を介した（挟み込んだ）状態で環状ガスケ
ットＧが載置され、上記環状ガスケット梱包治具１、クッション材６および環状ガスケッ
トＧがバンド部材７で結束されてなるものである。
【００４２】
　クッション材６は、特に限定されないが、難燃材または不燃材からなるものが好ましく
、具体的には、スポンジ状のフッ素樹脂シートからなるものや、ポリアミド樹脂製シート
からなるものを挙げることができる。クッション材６が難燃材または不燃材からなるもの
であることにより、環状ガスケットＧが高温高圧状態にある機器や各種配管の継手部等に
用いられるものであっても、好適に設置することができる。
【００４３】
　クッション材６の厚みや形状も特に限定されず、複数枚のクッション材を内径側環状部
材３と外径側環状部材４との間に点在させたり重ね合わせて使用することもでき、環状ガ
スケットＧが、梱包治具１を構成する底板２や、内径側環状部材３や、外径側環状部材４
と直接接触しないように、クッション材６の厚みや形状、重ね合わせ枚数等を適宜調整す
ることが好ましい。
【００４４】
　クッション材６がスポンジ状のフッ素樹脂シートからなるものである場合、環状ガスケ
ットＧと、梱包治具１を構成する底板２や、内径側環状部材３や、外径側環状部材４との
間に形成される隙間が全て埋まるようにクッション材６を挟み込まれていることが好まし
い。
【００４５】
　クッション材６は、環状ガスケットＧと接触する面が、予め純水等でワイピングされて
いるものが好ましい。
【００４６】
　環状ガスケットＧとしては、特に制限されず、セミメタル・メタルガスケットや、渦巻
型ガスケットを挙げることができる。
【００４７】
　図４に示すように、本発明に係る環状ガスケット梱包物５は、梱包治具１を構成する底
板２と内径側環状部材３と外径側環状部材４との間に形成される空間に、クッション材６
を介した状態で環状ガスケットＧが載置され、上記環状ガスケット梱包治具１、クッショ
ン材６および環状ガスケットＧがバンド部材７で結束されてなるものである。
【００４８】
　バンド部材７としては、特に限定されないが、難燃材または不燃材からなるものが好ま
しく、具体的には、フッ素樹脂製の結束バンドや、ポリアミド樹脂製の結束バンドを挙げ
ることができる。結束バンド７が難燃材または不燃材からなるものであることにより、環
状ガスケットＧが高温高圧状態にある機器や各種配管の継手部等に用いられるものであっ
ても、好適に使用することができる。
【００４９】
　バンド部材７の結束位置は互いに等間隔であることが好ましく、結束位置が互いに等間
隔であることにより、環状ガスケット梱包物５の梱包性を向上させつつ、環状ガスケット
梱包物５に衝撃が加わった場合の応力集中を回避することができる。
【００５０】
　図４に示すように、本発明の環状ガスケット梱包物５は、さらにポリエチレンテープ等
のテープ状物８をコイル状に巻回したものであってもよく、テープ状物８の巻き終わり部
分は、セロハンテープ等の粘着テープで固定することが好ましい。
【００５１】
　上記テープ状物８により、運搬および取り付け時において、環状ガスケット８のシール
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面をフランジの腐食の原因となる水分の付着や空気中の汚染物質の付着等から容易に保護
することができる。
【００５２】
　本発明に係る環状ガスケット梱包物５の運搬に際しては、図５に示すように、環状ガス
ケット梱包物５を平板状の段ボール９で上下から挟み込んだ状態でさらに木箱等の箱状物
１０内に収納し、その上部を押さえ板１１で覆った上で、固定用ボルト１２で固定し、さ
らに箱状物１０の上部を木材等からなる蓋部１３で覆い、釘１４等で固定することが好ま
しい。
　このように環状ガスケット梱包物５を段ボール９で挟み込んた状態で箱状物１０内に収
納することにより、環状ガスケットの表面を保護しつつ、外部から衝撃が加わった場合に
衝撃を吸収および分散し易くなる。
【００５３】
　本発明に係る環状ガスケット梱包物は、梱包治具の形状がガスケット形状に対応した形
状を有するものであることから、運搬時や取り付け時に衝撃を吸収、拡散し易く破損の発
生を抑制し易いものであるとともに、梱包治具の構成部材が、何れも複数の円弧状部材を
着脱自在に連結してなるものであることにより、環状ガスケットを上記梱包治具内に収納
し梱包した状態でフランジへ取り付けた後、梱包治具のみを容易に取り外すことができ、
このために作業時における環状ガスケットの破損をより効果的に抑制し得る環状ガスケッ
ト梱包物を提供することができる。
【００５４】
　次に、本発明に係る環状ガスケット梱包治具および環状ガスケット梱包物の使用形態に
ついて説明する。
【００５５】
　上記のとおり本発明に係る環状ガスケット梱包治具を用いて本発明に係る環状ガスケッ
ト梱包物を作製することができ、得られた環状ガスケット梱包物は、梱包治具の変形等を
防止するために、可能な限り平置の状態で運搬することが好ましい。
【００５６】
　本発明に係る環状ガスケット梱包物が図５に示す形態を有するものである場合、環状ガ
スケットの設置場所近傍まで運搬した後、釘１４を抜くことにより蓋部１３を取り外し、
次いで、固定用ボルト１２を外して押さえ板１１および板状の段ボール９を取り外して、
内部から環状ガスケット梱包物５を取り出す。
【００５７】
　取り出した環状ガスケット梱包物５は、図４に示すテープ状物８を取り外した上で環状
ガスケットの取り付け位置まで移動させる。テープ状物８を取り外すことにより、環状ガ
スケットが外部雰囲気と直接接触することになるため、雨に晒されたり汚染物質が付着し
ないように、可能な限り取り付け位置の近傍でテープ状物８を取り外すことが好ましい。
【００５８】
　テープ状物８を取り外した環状ガスケット梱包物５は、その状態のままフランジ装填位
置に嵌め込んで仮設置した後、結束バンド７を取り外し、さらに外径側環状部材４を底板
２に固定しているボルトＢを外して外径側環状部材４を構成する円弧状物を取り外し、内
径側環状部材３を底板２に固定しているボルトＢを外して内径側環状部材３を構成する円
弧状物を取り外し、次いで底板２を構成する円弧状物を抜き取った後、最後にクッション
材６を除去して、フランンジ装填箇所の所望位置に環状ガスケットＧを載置することがで
きる。
【実施例】
【００５９】
　以下、本発明を実施例によりさらに詳細に説明するが、本発明は以下の例により何ら限
定されるものではない。
【００６０】
（実施例１）環状ガスケット梱包治具の製造例
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　図３に示すような形状を有する底板２を形成するために、ＳＵＳ３０４ステンレス鋼鈑
（厚さ０．８ｍｍ）からなる、同一の円弧状部材２枚を作製した。この２枚の円弧状部材
は、互いに連結したときに、図３に示す角度βが１８０°で、内径が２０４０ｍｍ、外径
が２２４２ｍｍ、厚さが０．８ｍｍの環状の底板２を形成し得るものである。
　また、図３に示すような形状を有する内径側環状部材３を形成するために、ＳＵＳ３０
４ステンレス鋼製四角管（断面が縦１６ｍｍ、横１６ｍｍ、厚さ１．５ｍｍの四角形状で
あるもの）を環状に加工してなる、同一の円弧状部材を２つ作製した。この２つの円弧状
部材は、互いに連結したときに、図３に示す角度γが１８０°で、内径が２０４０ｍｍ、
外径が２０５６ｍｍ、高さが１６ｍｍの内径側環状部材３を形成し得るものである。
　また、図３に示すような形状を有する外径側環状部材４を形成するために、ＳＵＳ３０
４ステンレス鋼製四角管（断面が縦１６ｍｍ、横１６ｍｍ、厚さ１．５ｍｍの四角形状で
あるもの）を環状に加工してなる、同一の円弧状部材を２つ作製した。この２つの円弧状
部材は、互いに連結したときに、図３に示す角度εが１８０°で、内径が２２２６ｍｍ、
外径が２０４２ｍｍ、高さが１６ｍｍの外径側環状部材４を形成し得るものである。
【００６１】
　図１に示すように、上記内径側環状部材３および外径側環状部材４を構成する円弧状部
材には、上面から底面に貫通するボルト孔Ｐを設けた。上記ボルト孔Ｐは、各円弧状部材
を連結したときに、図２に示す角度αがそれぞれ２０°の等間隔になるように形成した。
【００６２】
　図２に示すように、底板２を形成する円弧状部材２枚を環状に仮配置した状態で、内径
側環状部材３を形成する円弧状部材２つを環状の底板２の内径側に環状に仮配置するとと
もに、外径側環状部材４を形成する円弧状部材２つを環状の底板２の外径側に環状に仮配
置して、内径側環状部材３を形成する円弧状部材および外径側環状部材４を形成する円弧
状部材のボルト孔ＰにボルトＢをはめ込み、反対側からナットで固定することにより、目
的とする梱包治具１を作製した。
【００６３】
　このとき、図３に示すように、梱包治具１の中心Ｏと底板２の連結部ａとを結ぶ仮想直
線および中心Ｏと内径側環状部材３の連結部ｂとを結ぶ仮想直線がなす角度が６０°にな
るように、また、中心Ｏと内径側環状部材３の連結部ｂとを結ぶ仮想直線および中心Ｏと
外径側環状部材４の連結部ｃとを結ぶ仮想直線とがなす角度も６０°になるように、底板
２上に内径側環状部材３および外径側環状部材４を配設した。
【００６４】
　また、内径側環状部材３を固定するボルトＢによる固定位置と外径側環状部材４を固定
するボルトＢによる固定位置は、互いに等間隔に隣接するように配設した（内径側環状部
材３上のボルトＢによる固定位置および外径側環状部材４上のボルトＢによる固定位置は
、梱包治具１の中心点Ｏから内径側環状部材３上の各ボルト固定位置に引いた仮想直線と
、中心点Ｏから内径側環状部材３上の各ボルトに引いた仮想直線と互いにが隣接し、隣接
する仮想線間のなす角度が全て２０°になるように配設した。これにより、底板２と内径
側環状部材３および外径側環状部材４とを強固に固定しつつ、底板２を形成する円弧状部
材、内径側環状部材３を形成する円弧状部材、外径側環状部材４を形成する円弧状部材を
、連結治具を用いることなく強固に連結することができた。
【００６５】
（実施例２）環状ガスケット梱包物の製造例
　実施例１で作製した環状ガスケット梱包治具を用いて環状ガスケット梱包物を作製した
。
　図４に示すように、環状ガスケット梱包治具１の底板２を床材とし、内径側環状部材３
および外径側環状部材４とを壁材として形成される空間内に、クッション材６として長尺
のフッ素樹脂製ソフトシール（厚さ３．０ｍｍ、幅５０ｍｍ、長さ１００ｍｍ）９枚を、
図３に示す点Ｏを中心とする半径方向に放射状に敷きつめた。
　図４に示すように、上記長尺のフッ素樹脂製ソフトシールは、両端部をＬ字状に屈曲さ
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せることにより、梱包治具１を構成する底板２と内径側環状部材３と、外径側環状部材４
と間に形成される空間内にコの字状に敷き詰めた。
【００６６】
　上記長尺のフッ素樹脂製ソフトシール上に、最大厚さ４．５ｍｍの内外輪付渦巻形ガス
ケット（ガスケット本体（内径２１２０ｍｍ、外径２１７０ｍｍ）に対して内輪（内径２
０８０ｍｍ、外径２１２０ｍｍ）および外輪（内径２１７０ｍｍ、外径２２０２ｍｍ）を
装着したもの）Ｇを載置した。
【００６７】
　上記内外輪付渦巻形ガスケットＧの上面に、短尺のフッ素樹脂製ソフトシール（厚さ３
．０ｍｍ、幅５０ｍｍ、長さ７０ｍｍ）９枚を図３に示す点Ｏを中心とする半径方向に放
射状に敷きつめることにより、図４に示すように、内外輪付渦巻形ガスケットＧの周囲を
クッション材６で覆った。
【００６８】
　なお、上記長尺および短尺のフッ素樹脂製ソフトシールとしては、内外輪付渦巻形ガス
ケットＧと接触する面を、予め純水でワイピングしたものを用いた。
【００６９】
　内外輪付渦巻形ガスケットＧのクッション材６で覆った後、内外輪付渦巻形ガスケット
Ｇ、梱包治具１およびクッション材６を、図４に示すようにフッ素樹脂製結束バンド７で
結束した。フッ素樹脂製結束バンドによる結束は、等間隔に８箇所行った。その後、図４
に示すように、さらにテープ状物８としてポリエチレンテープを用いて全体をコイル状に
巻回した後、巻き終わり部分をセロハンテープで固定することにより、目的とする環状ガ
スケット梱包物５を得た。
【００７０】
　その後、図５に示すように、上記環状ガスケット梱包物５を平板状の段ボール９で上下
から挟み込んだ状態で木箱１０内に収納し、その上部を押さえ板１１で覆った上で、固定
用ボルト１２で固定し、さらに木箱１０の上部を木材からなる蓋部１３で覆い、釘１４で
固定することにより、搬送用の荷姿とした。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明によれば、特に大口径の環状ガスケットを運搬する際や、フランジへの取り付け
作業を行う際における環状ガスケットの破損を効果的に抑制し得る環状ガスケット梱包治
具および環状ガスケット梱包物を提供することができる。
【符号の説明】
【００７２】
　１　環状ガスケット梱包治具
　２　底板
　３　内径側環状部材
　４　外径側環状部材
　５　環状ガスケット梱包物
　６　クッション材
　７　結束バンド
　８　テープ状物
　９　段ボール
１０　箱状物
１１　押さえ板　
１２　固定用ボルト　
１３　蓋部
１４　釘
　Ｂ　ボルト
　Ｐ　ボルト孔
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　Ｇ　環状ガスケット
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